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（１）　第 4 次ともに輝く元気プラン（地域福祉活動計画）とは

　地域福祉とは、日常生活における困りごとや心配ごとに
対し、地域住民や行政・関係機関などがお互いに協力して
取り組む考え方であり、地域での助け合いによるまちづく
りをどのように推進していくのか具体的に示した民間の
活動・行動計画を「地域福祉活動計画」といいます。

（２）　プラン策定の経緯

　平成 17 年度に第 1 次ともに輝く元気プランを策定後（平成 18 年度より実
施）、社会情勢や福祉施策等の変化に伴い 5 年ごとにプランの見直しを図って
きました。
　これまでのプランにおける取り組みを振り返り、令和 3 年度より民生児童
委員や行政、福祉関係機関・団体や住民などが連携・協力し、どのように地域
福祉活動に取り組むべきか具体的に示すために「第4次ともに輝く元気プラン」
を策定することとなりました。

（３）　地域福祉計画との連携

　市町村が策定する「地域福祉計画」とは、地域福祉を推進していくための
理念や仕組み、総合的な方向性を示したものです。久万高原町においては、
2019（平成 31）年 3 月に「第 2 次久万高原町地域福祉計画」が策定されてい
ます。
　「第 2 次久万高原町地域福祉計画」における町の理念や仕組みを参照し、「第
4 次ともに輝く元気プラン（地域福祉活動計画）」では具体的な取り組みを示し、
連携のとれた地域福祉活動の実践を目指します。

第１章　プランの概要

平成18年度～平成22年度 第１次ともに輝く元気プラン
平成23年度～平成27年度 第２次ともに輝く元気プラン
平成28年度～令和２年度 第３次ともに輝く元気プラン
令和３年度～令和７年度 第４次ともに輝く元気プランNEW
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（１）　第３次ともに輝く元気プランの評価

　平成 28 年度から令和２年度における取り組みについて示した「第３次とも
に輝く元気プラン」の達成状況について評価を行い、第４次ともに輝く元気プ
ランの中で取り組まなければならない事項を下記のとおり整理しました。

第２章　プラン作成過程

取 組 事 項 評価から見えてきた課題

◆ 見守り支援の在り方
◦地域互助力の弱体化
◦地域住民同士による見守りの必要性
◦その人らしい生活を送るための見守り

◆ 住民団体活動の基盤強化

◦活動意欲を高めるための働きかけ
◦後継者や担い手の育成
◦多くの住民が参加できるような関係性
　の構築

◆ 積極的なニーズの掘り起こし
◦地域の現状を正確に把握する
◦地域性を考慮した活動の提案
◦新たな分野へのアプローチ

◆ 世代間交流の促進
◦相互理解を深める
◦伝統文化の継承
◦郷土愛を育む取組み
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（２）　住民からの聞き取り

　住民のみなさんの思いに沿った第４次ともに輝く元気プランを策定するた
めに、地域のいいところや課題点、自分たちの望む地域について、地域を代表
する方々に聞き取り調査を実施しました。

（３）　久万高原町各種計画の反映

　行政と連携のとれた活動を実践していくために、以下の計画内容を参考に
し、計画に反映しました。

調 査 期 間 令和２年７月～８月

対　象　者

地域住民
民生委員、自治会長、PTA 会長、サロン代表者、ボラ
ンティア連絡協議会役員、婦人会会長、集落支援員、
学校関係者、行政関係者、駐在所員、郵便局長、医師
など

人　　　数

久万地区 39名

面河地区 29名

美川地区 48名

柳谷地区 31名

参
　
考
　
資
　
料

第２次久万高原町総合計画

第２次久万高原町地域福祉計画

久万高原町高齢者保健福祉計画・第 7 期介護保険事業計画

久万高原町第５期障がい者福祉計画及び第１期障がい児福祉計画　

第２期久万高原町子ども・子育て支援事業計画

久万高原町自殺対策総合計画
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（４）　プラン作成フローチャート

第３次ともに輝く
元気プランの課題

住民からの
聞き取り

久万高原町の
各種計画

第１回策定委員会
課題・住民への聞き取り・久万高原町の各種計画について共有

第２回策定委員会
共有した情報についての意見交換

第３回策定委員会
プランにおける基本目標・取組目標・具体的内容について検討

第４回策定委員会
プランにおける具体的内容について再検討

第５回策定委員会
取組項目及び具体的活動内容について策定委員へのヒアリング

第６回策定委員会
第４次ともに輝く元気プラン最終確認

第４次ともに輝く元気プランの完成
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（１）　基本理念と基本目標

第３章　第４次ともに輝く元気プラン

「温もりと安らぎのある住みやすい福祉のまち」

「みんなでつくる久万高原」

温もりと安らぎのある住みやすい福祉のまち
みんなでつくる久万高原

　　ともに輝く元気プランの基本理念は下記のとおりです。

　誰でも一人ひとりが、温かみのある、落ち着ける住みやすいまちづくり
を目指すという考え方です。

　一人でできないときには、みんなの支えに助けられること、一人で解決
するのではなく、みんなで連携・協働していくこと、すべての人が関わる
ことが大切という考え方です。

　第４次ともに輝く元気プランにおける基本理念の実現を目指し、久万高
原町のみんなが意識し体制を整えていくことを目的として、二つの基本目
標を設定しました。

基 本 理 念

基 本 目 標

お互いに 気にかけ合う 関係づくりを推進します。

みんなで 支え合う 仕組みづくりを推進します。
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温もりと安らぎのある住みやすい福祉のまち
みんなでつくる久万高原

基 本 理 念

基 本 目 標

取 組 目 標

（２）　プランのかたち

お互いに 気にかけ合う 関係づくりを推進します。
みんなで 支え合う 仕組みづくりを推進します。

～ つながる ～
１

住民のみなさんがお互いの
つながりをより深めるために

取り組みます。

～ 楽しむ ～
３

住民のみなさんが楽しみを
もって過ごせるように
取り組みます。

～ 元気になる ～
２

住民のみなさんが
元気に過ごせるように
取り組みます。

～ 主役になる ～
４

住民のみなさんが
主役となる地域づくりに

取り組みます。
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（３）　取組項目及び具体的活動内容

　令和３年度より、第 4 次ともに輝く元気プランを以下の取組項目に沿って
展開していきます。
　また、毎年度評価を行い、状況に応じて修正を加えながら地域福祉活動を推
進していきます。

取 組 項 目 具 体 的 活 動 内 容

① 地域に出向き現状を把握します。

◦戸別訪問や地域活動参加により、実態
　把握に努めます。
◦民生委員などと定期的に連絡を取り、
　現状を把握します。

② 関係機関で情報を共有し、ネット
　 ワークを強化します。

◦情報交換会に参加し、顔の見える関係
　性づくりに努めます。
◦地域における課題に対し、住民をはじ
　め民生委員、関係機関と検討します。

③ 地域での生活を意識した関わりを
　 提案します。

◦住民同士が気軽に声を掛け合えるよう
　に、まずはあいさつから始めます。
◦地域との関わりを継続しながら、気軽
　に介護保険サービスを利用できるよう
　に取り組みます。

④ 既存の団体や、身近な集まりの活
　 動について継続できるように支え
　 ます。

◦各種地域行事などに積極的に参加します。
◦少人数での集まりや活動についての相
　談に対応します。

～ つながる ～
住民のみなさんがお互いのつながりをより深めるために取り組みます。

取組目標
1
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取 組 項 目 具 体 的 活 動 内 容

① 地域での見守り活動に努めます。

◦見守り支援の在り方を再検討し、円滑
　に活動できるように努めます。
◦民生委員や関係機関との連携を図り、
　見守り体制を作ります。

② 介護予防や健康維持のための情報
　 提供を行います。

◦感染症などに関する情報提供や注意喚
　起を行います。
◦気軽に行える体操やレクリエーション
　を周知します。

③ 心と体の健康づくりの機会を提供
　 します。

◦趣味や経験を活かせる機会や、健康づ
　くりを学べる機会を設けます。
◦気兼ねなく相談できる体制を整え、関
　係機関と連携して対応します。

取 組 項 目 具 体 的 活 動 内 容

① ニーズに沿ったイベントを企画し
　 ます。

◦世代間の交流を目指し、相互理解を深
　められる機会を提供します。
◦地域住民が興味関心を持って参加でき
　るイベントを提案します。

② 町内のいいところや活動について
　 発信します。

◦楽しみの幅を広げるため、趣味や特技
　を活かせる活動などの情報を発信します。
◦後継者づくりのために、文化や伝統な
　どの魅力を発信します。

③ その人らしい生活が送れるように
　 支援します。

◦一人ひとりの個性を受け入れ、認め合
　えるような意識啓発に努めます。
◦その人らしさを活かし、個々にあった
　生活が送れるように支援します。

～ 元気になる ～

～ 楽しむ ～

住民のみなさんが元気に過ごせるように取り組みます。

住民のみなさんが楽しみをもって過ごせるように取り組みます。

取組目標
２

取組目標
３
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取 組 項 目 具 体 的 活 動 内 容

① 住民のみなさんが主体となる活動
　 を支援します。

◦サロンや住民主体型サービスなどの周
　知に努め、活動の意欲を高められるよ
　う啓発を行います。
◦地域運営協議会など活動団体の設立や
　運営に対し、協力して支援を行います。

② ボランティア活動を推進します。

◦ボランティア活動への関心を高められ
　るように、情報を提供します。
◦ボランティアのマッチングや、実施し
　やすい体制づくりを推進します。

③ 住みよい地域に向けて資源の開発
　 に努めます。

◦自治会や集落支援員などと連携しなが
　ら、住みよい地域となるように検討し
　ます。
◦一人ひとりの生き方を尊重し、それぞ
　れの状況に即した資源（人、仕事、居
　場所など）の開発に努めます。

～ 主役になる ～
住民のみなさんが主役となる地域づくりに取り組みます。

取組目標
４
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